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光 の

祭 典
2003

12月12日～25日・竹ノ塚駅東口～元渕江公園
イルミネーション点灯…午後5時～9時

( 土・日・祝日は午後4時～、街路樹は10時まで点灯)

LI GHT　UP　ADACHI

昨年から始まった光の祭典。今年のテーマは
「妖精たちの森へようこそ」。竹ノ塚駅東口から約1. 2kmの光の散歩道が

めざす先には、妖精たちの憩う森「元溯江公園」があります。メイン会場となる公園内で
は、昼はイベントやステージショー、夜にはイルミネーションによる光の滝や、輝く動物
のオブジェなどがあり、ファンタジックな世界が皆さんを迎えます。輝く光の中で、妖精
たちがあなたを待っています・ 問先= 観光協会事務局(経済観光課内) 03880- 5853

妖 精 た ち の 森 へ よ う こ そ

パレート
竹ノ塚駅～元渕江公園

12日圉、午後4 時… オープニングパレード20
日出。午後5 時… 妖精たちのパレード。
参加者がイメージする妖精になってパレ
ードします

スタンプラリー
13日・14日・20日・21日・23日( いずれも
午前10時から午後2 時に、竹ノ塚駅東口ま
たは元渕江公園で受け付け) … スタンプを
集めて期間内に元溯江公園内にゴールす
ると、完歩賞を進呈。さらに大抽選会に
エントリー出来ます

フリーマーケット
元 渕 江 公 園

13日出・14日(日) 、午前11時～午後3時…元　
溯江公園ステージ前で行います

庁舎点灯式
区 役 所

8日 、午後5 時15分…区役所
庁舎内やイチョウの木をイ
ルミネーションで照らしま
す

妖精たちのステージ
元 渕 江 公 園

期間中の土一日・祝日、午後1時30分～午後8時…　
ステージショー。ハンドベル、合唱、吹奏楽な
どで、心なごむステージが繰り広げられます

アキラちゃんの森
元 渕 江 公 園

光の祭典のイメージキャラクター「アキラち
ゃん」は、モミの木をイメージしています。期
間中、子どもたちが思い思いに装飾した、高さ2m

ほどのもみの木20本が飾られ、20人のアキ
ラちゃんに出会えます。

初雪フェスティバル
元 渕 江 公 園

20日出・21日面…友好自治体の小出町( 新潟県) 、
山ノ内町( 長野県) から天然雪のプレゼント。
イルミネーションに照らされて、まさにホワ
イトクリスマス

グラントフィナーレ( 25 日)
元 渕 江 公 園

ファイナルコンサート
区内花き農家が栽培した冬花苗( 無料) の整
理券を配布予定
スタンプラリー完歩者の大抽選会※写真は昨年撮影のものです

※ さらにくわしい内容は、12月初旬に各戸配布されるプログラムをご覧ください

車・自転車でのご来場は、歩行者の妨げになりますので、
ご遠慮ください( 駐車場はありません)。

イ べ
ン ト

目白押し 元渕江公園では、町会・商店街・友
好自治体などによる物産展( 土・日・祝

日) 、玉ノ井部屋力士によるちゃんこ鍋の振る舞
い( 日時未定) 、区内のお宅の街中イルミネー
ションコンテストなどで祭典を盛り上げます。

元
溯
江
公
園

今号の圭な内容
2
・
3
圖
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
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・
5
圖
マ
区
立
小
・
中
学
校
二
期
制
、
が
ん
ば
る

学
校
推
奨
制
度
な
ど
/
応
援
し
ま
す
I・

あ
な
た
の
子
育
て

6
・
7
圖
マ
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
架

空
請
求
な
ど
/
掲
示
板
/
ひ
ろ
ば

8
圜
マ
マ
マ
1
6年
4
月
学
童
保
育
入
室
児
募
集
/
ス

ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

葦

立
ち

「
と
き
め
き
」

衆
議
院
議
員
選
挙
も
終
わ
り
、
日

本
の
明
日
に
向
け
た
新
た
な
か
じ
取

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙

で
は
、
年
金
、
景
気
、
雇
用
問
題
が

大
き
な
関
心
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
、
国
政
の

か
じ
取
り
は
極
め
て
重
要
で
す
が
、

住
民
に
最
も
身
近
な
自
治
体
が
主
体

性
を
持
っ
て
、
活
気
と
活
力
に
満
ち

た
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

一
層
重
要
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

国
で
は
現
在
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
地
域
雇
用
の
創
出
を
め
ざ
し

て
、地
域
再
生
推
進
の
動
き
が
あ
り
、

地
域
が
自
ら
考
え
行
動
し
、
こ
れ
を

国
が
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な
仕
組

み
と
法
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
足
立
区
に
は
全
国
で
は
初

め
て
の
試
み
と
な
る
「
あ
だ
ち
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、区
役
所
内
で
国
(
官
)

と
民
間
企
業
(
民
)
が
共
同
で
職
業

紹
介
や
相
談
を
行
う
も
の
で
、
開
設

以
来
、
多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
区
内
の
産
業
界
と
協
働

し
て
経
済
活
性
化
や
雇
用
促
進
の
た

め
の
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
地
域
産

業
や
雇
用
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
成
果
を
あ

げ
、
活
力
あ
る
足
立
の
創
造
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

暦
の
上
で
は
冬
を
迎
え
、
師
走
も

間
近
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
「
光

の
祭
典
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
も
区
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
妖
精
た
ち
が
お
迎
え
し
て
、

ま
ち
が
輝
き
活
気
に
あ
ふ
れ
、
人
が

と
き
め
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
や

お
友
達
を
誘
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 15年11月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 291, 479 人口: 644, 089人(男: 325, 007人, 女: 319, 082人)



2003年( 平成15年) 11 月25日あ だ ち 広 報第1389 号 ( 2)

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
11 月26 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)
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児
童
育
成
手
当
(障
害
手
当
)・

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=
2
0
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
・
:
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

程
度
/
愛
の
手
帳
1
～
3
度
程
度
/

脳
性
ま
ひ
/
進
行
性
筋
い
縮
症

※

た
だ
し
、
所
得
が
限
度
額
以
上
ま
た

は
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

手
当
月
額
=
1

万
5
千
5
0
0円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
2
0
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
・
:
身
体
障
害
者
手
帳
I
～
3
級

程
度
/
愛
の
手
帳
I
～
3
度
程
度
　

(内
部
障
害
の
方
お
よ
び
愛
の
手
帳
3

・
4
度
の
方
は
診
断
書
に
よ
る
判

定
が
必
要
)

※
次
に
該
当
す
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
…
所
得
が
限

度
額
以
上
/
児
童
が
施
設
に
入
所
し

て
い
る
/
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す

る
公
的
年
金
の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
=

▽
重
度
・
:
5
万
1
千
1
0
0

円

▽
中
度
・
:
3
万
4
千
3
0円

-

い
ず
れ
も
I

状
況
に
よ
り
必
要
書
類
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
・
問
先
=
子
育
て
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

乳
幼
児
の
発
達
相
談

発
達
に
心
配
の
あ
る
就
学
前
ま
で

の
お
子
さ
ん
の
相
談
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
通

所
指
導
(
措
置
通
園
指
導
)
や
、
心

理
技
術
職
員
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

個
別
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
申

込
=
電
話
予
約
の
上
、
直
接
支
援
室

へ

場
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
あ
し
す
と
」
幼
児
発
達
支
援
室

讐
(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

1
6年
4
月
保
育
園
児
募
集

1
6年
4
月
か
ら
の
新
規
入
園
や
、

転
居
な
ど
に
よ
る
転
園
を
希
望
す
る

方
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

必
要
書
類
が
足
り
な
い
な
ど
の
理
由

で
申
し
込
み
が
遅
れ
た
場
合
は

、
4

月
入
園
審
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
等
=

表
5

問
先
=

入
園
事
務
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
6
3

表5 入園申込書配付・受付場所一覧

※「○ 」印は、申込書配布、入園受け付けの曜日です

子
育
て
支
援
研
修

「
子
ど
も
の
心
が
見
え
ま
す
か
?
」

少
年
犯
罪
の
取
材
か
ら
見
え
て
く

る
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
抱

え
て
い
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し

ま
す
。
日
時
=
1
2
月
1
4
日
㈲
、
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
西

新
井
住
区
セ
ン
タ
ー

対
象
=
中
学

生
の
子
を
持
つ
保
護
者
ま
た
は
関
心

の
あ
る
方

講
師
=
青
木
悦
氏
(
教

育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
{
j

中
途
聴
覚
障
害
者
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
2月
1
6日
収
・
1
8日
収
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

区
内
在
住
で
、
聞
こ
え
に
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
や
家
族
お
よ
び
中
途
聴

覚
障
害
の
関
係
者

内
容
=
▽
1
6日

・
:福
祉
用
具
な
ど
の
紹
介

▽
1
8日

…
講
義
「
高
齢
者
の
難
聴
と
補
聴
器
」

講
師
=
小
山
悟
氏
(
小
山
耳
鼻
咽
喉

科
医
院
長
)

奈
要
約
筆
記
・
手
話
通

訳
が
つ
き
ま
す

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ー
(

ガ
キ

場
・
申
・
問
先
=
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」
自
立
生

活
支
援
室

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

膠
原
病
講
演
会

「
膠
原
病
の
薬
に
つ
い
て
」

日
時
=
1
2
月
9
日
収
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

講
師
=
猪
熊
茂
子
氏
(
都
立
駒
込
病

院
ア
レ
ル
ギ
ー
膠
原
病
科
医
師
)

対
象
=
膠
原
病
患
者
の
方
お
よ
び
そ

の
家
族

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

第
2
3回
障
害
者
(
児
)
文
化
祭

□
障
害
者
作
品
展

日
時
=
1
2
月
4
日
～
9
日
、
午
前
9

時
～
午
後
7
時
場
所
=
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
区
内
の
障

害
者
(
児
)
の
方
の
絵
画
や
陶
芸
作

品
の
展
示
な
ど
、
日
ご
ろ
の
活
動
の

成
果
を
発
表
し
ま
す

□
式
典
・
舞
台
発
表
・
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト

日
時
=
1
2月
4
日
㈲
、
午
前
9
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

▽
区
内
障
害
者
団
体
の
合

唱
、
楽
器
演
奏
、
舞
踏
ほ
か

▽
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
…
盲
目
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
伊
藤
清
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト

ー

い
ず
れ
も
I

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」

自
立
生
活
支
援
室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
ク
`
　
　
　

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

家
族
向
け

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

統
合
失
調
症
な
ど
で
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
家
族
が
い
る
方
を
対
象
に
し

た
講
演
を
行
い
ま
す
。
日
時
=
1
2

月
1
0日
㈲
、
午
後
2
時
～
4
時

場

所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
=
精

神
障
害
者
の
家
族
で
、
区
内
在
住
の

方
内
容
=
講
演
「
一
歩
外
へ
の
き

っ
か
け
作
り
～
閉
じ
こ
も
り
で
悩

ん
で
い
る
家
族
の
方
へ
～
」
講
師

=
花
田
照
久
氏
(
大
内
病
院
医
師
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

g
(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

表1 福祉事務所一覧

健康カレンダー　12月の予定

障 害 者 施 設
16年度新規通所者募集

区内障害者施設の新規通所者を募集します。16年4月
以降に施設に通所を希望する方は、申し込んでくださ
い。募集時期=各施設とも、11月25日～12月10日内
容・申込等=表2～4※ くわしくは、お問い合わせく

ださい 問先= 障害福祉計画係03880 ―5255

表2 知的障害者通所授産施設
【中軽度の知的障害がある方が通所する作業施設】

※ 募集人員= 若干名 申先= 管轄の福祉事務所( 表1) または各
施設

表3 知的障害者通所更生施設
【重度の知的障害または重複障害がある方が通所する生
活訓練施設】

※ 募集人員= 若干名 申先= 管轄の福祉事務所( 表1) または各
施設

表4 身体障害者通所授産施設
【身体障害がある方が通所する施設】

※ 募集人員= 若干名 申先= 管轄の福祉事務所( 表1) または各
施設
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生
活
習
慣
病
予
防
健
診

生
活
習
慣
病
(
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
)
の
予
防
を
目
的
と
し

た
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=
申
し
込
み
日
現
在
で
4
0歳
以

上
の
区
民
(
職
場
な
ど
で
健
康
診
査

を
受
け
る
機
会
が
あ
る
人
を
除
く
。
1

年
に
I
回
の
み
)

内
容
=
診
察
、

血
液
、
尿
、
胸
部
X
線
撮
影
な
ど
に

よ
る
生
活
習
慣
病
や
心
臓
・
肝
機
能
・

じ
ん
機
能
な
ど
の
検
査

場
所
=
区

内
の
指
定
医
療
機
関

申
込
=
(

ガ

キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性

別
、電
話
番
号
、「
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
希
望
」
を
明
記
。
お
よ
そ
2
週

間
後
に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

※
4
0

・
4
5・
5
0・
5
5・
6
0・
6
5・
7
0歳

の
方
に
は
誕
生
日
ま
で
に
節
目
健
診

ま
た
は
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
(
消

化
器
健
診
を
含
む
)
を
個
別
に
案
内

し
て
い
ま
す

問
・
申
先
=
成
人
保

健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
少
量
の
採
血
で
済
み
ま
す
の
で
、

気
軽
に
受
診
出
来
ま
す
。
日
程
等
=

表
6
(
(
2
)
X線
撮
影
法
胃
が
ん
検

診
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

の
み
で
受
診
可
)

対
象
=
3
5
歳
以

上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、

胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
で
要
精
密
検
査
と
な
っ
た

方
は
除
く
。
じ
ん
不
全
の
方
は
X
線

撮
影
法
の
み
可
。
い
ず
れ
の
場
合
も

大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
受
診
も
可

定
員
=
5
0
～
8
0
人
※
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
希
望
日
の
翌
々
月
に

な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が
ほ
か
の
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

表
6
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
(
1
)血
液

検
査
(
2
)
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か
一

方
を
選
択
)
、検
診
日
、受
診
場
所
を

第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=
受
診

希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着

受
診
票

の
送
付
は
前
月
末
日
(
1

月
を
希
望

す
る
場
合
、
1
2月
1
5日
必
着
、
受
診

票
の
送
付
は
1
2月
末
日
)

申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診

療
放
射
線
係

〒
1
2
0・0
0
1
1

中

央
本
町
1
-
5
-
3

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表6 消化器がん検診日程
( 1)血液検査十検便

( 2) X線撮影十検便

※ 印の日程は午後、それ以外は午前に実施

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

健
康
に
つ
い
て
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
を
学
び
、
生
活
環
境
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
程
等
=

表
7

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表712 月の住区健康フェスティバル

高
齢
者
の
方
に
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
▽
1
9
一
月
2
日
収
・
1
6
日
収

・
:
千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿

町
3
7
-
6
)
▽
1
2
日
面
・
1
9
日
面
・
:

竹
の
塚
障
害
福
祉
館
(
竹
の
塚
2
-

2
5
-
1
7
)
受
付
=
午
前
9
時
～
午

後
3
時
1
0分

対
象
=
7
3
歳
以
上
で

区
内
在
住
の
方

定
員
=
各
日
4
8人

(先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5

」
O

訪
問
介
護
員
(
未
就
労
者
)

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時
等
=
表
8

対
象
=
訪
問
介
護

員
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
)
と
し
て
就

労
す
る
た
め
再
度
知
識
・
技
術
の
習

得
を
希
望
す
る
、
訪
問
介
護
員
2

。
3

級
の
方

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
千
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、年
齢
、
電
話
番
号
、

訪
問
介
護
員
資
格
(
級
)
お
よ
び

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
受
講
希

望
」
を
明
記

期
限
=
1
2月
1
0日
必

着

申
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
関
原

〒
1
2
3・0
8
5
2

関
原
2
-
1
0
-
1
0

問
先
=
高
齢
サ
ー
ビ
ス

課
高
齢
計
画

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8

″
Q

表8 訪問介護員フォローアップ研修日程

※ いずれも水曜日。時間は、午後2時～5時

調
理
に
困
っ
て
い
る
方
へ

「
あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
、

食
事
の
支
度
が
困
難
な
方
に
、
あ
だ

ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
協
力
店
が
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅
へ
届

け
ま
す
。

申
込
等
=
直
接
配
食
サ

ー
ビ
ス
協
力
店
へ

※
協
力
店
一
覧

に
つ
い
て
は
、
9
月
に
配
布
し
た
「
あ

だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス

ー
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

□
あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
P
R
展

日
時
=
1
2
月
1
1
日
脚
・
1
2
日
脚
、
い

ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
4
時
場

所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

ー

い
ず
れ
も
I

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
問
先
=
在
宅
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

在宅介護支援センター 12 月の家族介護者教室

12月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施
術を当番制で行っています、 《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

「
エ
イ
ズ
」

知
ろ
う
、
話
そ
う
、
予
防
し
よ
う
!

1
1月
1
6
日
か
ら
1
2
月
1
5
日
は

「
東
京
都
エ
イ
ズ
予
防
月
間
」

昨
年
、
都
に
新
た
に
報
告
さ
れ
た

エ
イ
ズ
患
者
・
H
I
V

感
染
者
は
3
6
8

人
で
し
た
。

昭
和
6
3年
の
調
査
開
始
以
来
過
去

最
高
を
記
録
し
た
一
昨
年
の
記
録

(
3
7
6
人
)
に
次
ぐ
報
告
数
で
す
。
エ

イ
ズ
に
対
す
る
社
会
の
関
心
が
低
下

す
る
一
方
、
エ
イ
ズ
/
H
I
V

の
感

染
は
確
実
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
発
見
が
早
け
れ
ば
、
適

切
な
治
療
に
よ
り
発
症
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ド

ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
エ
イ
ズ

や
そ
の
他
の
性
感
染
症
を
予
防
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

3
6時
間
エ
イ
ズ
電
話
相
談

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
(
1
2
月
1
日
)

に
合
わ
せ
て
、
「
H
I
V
と
人
権
・
情

報
セ
ン
タ
ー
」
が
エ
イ
ズ
に
関
す
る

疑
問
・
質
問
に
答
え
ま
す
。
日
時
=

H
月
2
9
日
圉
、
午
前
1
0
時
～
3
0
日
㈲
、

午
後
1
0時
(
計
3
6時
間
)

▽
一
般
回
線
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)
　

啻
(
0
1
2
0
)
5
4
5
0
3
6

▽
携
帯
電
話
専
用
回
線

啻
0
3
(
3
2
9
2
)
9
0
9
0

▽
英
語
に
よ
る
相
談

g
(
5
2
5
9
)
0
2
5
6

心
配
な
と
き
は迷

わ
ず
検
査
を

受
付
日
時
=
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分
申
込

=
電
話

場
所
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

g
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

※
平
日
夜
間
検
査
は
、
都
・
南
新
宿

検
査
・
相
談
室
へ
電
話
予
約

啻
(
3
3
7
7
)
0
8
1
1

(
1
)保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ
電
話
で
予

約
す
る
(
感
染
の
機
会
か
ら
3
ヵ
月
以

上
経
っ
て
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
)

(
2
)
予
約
し
た
日
時
に
検
査
を
受
け
る

(
5
程
度
の
採
血
を
し
ま
す
)

※
検
査
は
、
匿
名
・
無
料
で
す

(
3
)
指
定
さ
れ
た
日
時
に
検
査
結
果
を

聞
き
に
行
く
(
検
査
結
果
ま
で
は
、
2

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
)

(
4
)
検
査
結
果
に
よ
り
再
検
査
を
要
す

る
方
に
は
、
専
門
医
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す

□

関
連

ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ

I
s
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
i
v
k
e
n
s
a
.
c
o
ヨ

知っていますか?

レッドリボンの意味

赤いリボンを身に付けることで、
エイズ患者・HI V 感染者への理解と
支援を意味し ています。

エイズに関する相談は、

各保健総合センターへ

2 面 「健康カレンダー」参照
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子どもたちに確かな学力を

第二次教育改革
施策の展開

足
立
区

小
・
中
学
校
全
般
で

二
期
制
が
始
ま
り
ま
す

区
で
は
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を
は
じ
め
、
学
校
選
択
の
自
由
化
や
魅
力
あ
る
教
育

環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
な
ど
。

「
確
か
な
学
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
最
大
の
目
標
に
掲
げ
、「
小
・
中
学
校
全
校
で
の
二
期

制
実
施
」「
幼
保
一
元
化
園
の
開
設
」「
小
・
中
一
貫
教
育
校
の
検
討
」
な
ど
、
第
二
次
教
育

改
革
と
し
て
、
積
極
的
な
施
策
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

今
号
で
は
、
1
6年
4
月
か
ら
全
校
で
実
施
す
る
「
二
期
制
」
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二

期

制

に

つ

い

て

の

問

い

合

わ

せ

は

、

教

育

指

導

室

ま

で

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

刪
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
y
a
d
d
i
r
1
5
y
k
y
o
u
i
k
-
h
p
y
i
i
r
i
k
a
i
/

そ
も
そ
も
二
期
制
と
は
?

今
ま
で
3
つ
に
分
か
れ
て
い
た
学

期
を
、「
体
育
の
日
」を
境
と
し
て
前

期
と
後
期
の
2
つ
に
分
け
ま
す
(
図
1
)

。年
間
の
授
業
日
数
は
今
ま
で
と

変
わ
ら
ず
、
長
期
休
業
(
夏
休
み
・

夂
休
み
こ
眷
休
み
)
も
今
ま
で
通
り

で
す
。
し
か
し
、
終
業
式
と
始
業
式

は
一
回
ず
つ
少
な
く
な
り
ま
す

。

※
小
・
中
学
校
共
通
事
項

通
知
表
は
、
年
2
回
に
な

る
の
で
す
か
?

三
学
期
制
で
は
、
多
く
の
学
校
が

「
通
知
表
」
を
年
3
回
発
行
し
て
い

ま
し
た
。
通
知
表
の
内
容
や
保
護
者

に
連
絡
す
る
回
数
は
、
本
来
各
学
校

が
定
め
る
も
の
な
の
で
、
今
後
も
学

校
ご
と
の
対
応
に
な
り
ま
す
。
各
学

校
ご
と
に
特
色
を
生
か
し
た
内
容
や

方
法
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
状
況

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
一

今
年
度
、
二
期
制
を
先
行
実
施
し
て

い
る
学
校
で
は
、
個
人
面
談
や
三
者

面
談
を
実
施
、
学
習
の
状
況
を
書
い

た
カ
ー
ド
を
一
人
ひ
と
り
に
渡
す
な

ど
、
通
知
表
以
外
に
も
様
々
な
方
法

で
、
子
ど
も
の
学
習
状
況
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
進
学
や
進
路
に

支
障
を
出
し
ま
せ
ん

中
間
テ
ス
ト
や
期
末
テ
ス
ト
の
回

数
や
評
価
方
法
に
つ
い
て
も
、子
ど

も
た
ち
の
日
ご
ろ
の
学
習
意
欲
を
高

め
た
り
、
学
習
状
況
を
よ
り
的
確
に

把
握
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
、
各
学

校
が
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
進
学
の
際
に
使
用
す
る
調

査
書
(
い
わ
ゆ
る
内
申
書
)
は
、
学

期
に
か
か
わ
ら
ず
、
3
年
生
の
4
月

か
ら
1
2月
3
1日
ま
で
の
学
習
や
諸
活

動
の
記
録
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
二
期
制
に
な
っ
て

も
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
期
制
の
こ
れ
か
ら
に
期

待
し
て
く
だ
さ
い

□
二
期
制
実
施
ま
で
の
経
緯

▽
1
2・
1
3年
度
=
教
育
委
員
会
内
部

で
導
入
に
向
け
検
討
を
進
め
ま
し
た

▽
1
4年
度
=
教
育
課
題
推
進
校
を
委

嘱
し
、
二
期
制
の
研
究
(
小
・
中
学

校
各
I
校
)
を
進
め
ま
し
た

▽
1
5年
度
=
二
期
制
を
先
行
実
施
し

ま
し
た

八
先
行
実
施
校
▽

小
学
校
・
:千
寿
常
東
小
・
弘
道
小
・

花
保
小
・
東
栗
原
小
・
中
川
東
小
、

中
学
校
…
第
二
中
・
第
十
六
中
・
加

賀
中
・
栗
島
中

ま
た
、「
二
期
制
検
討
委
員
会
」
(学

校
・
P
T
A

・
区
教
委
の
代
表
で
構

成
)
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
先
行
実
施
し

て
い
る
学
校
の
実
践
か
ら
二
期
制
の

メ
リ
ッ
ト
を
協
議
す
る
と
共
に
、
学

期
の
区
切
り
や
秋
休
み
の
在
り
方
、

小
・
中
学
校
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
会
で
の
検
討
を
受
け
、
1
6年
4

月
か
ら
、
区
立
小
・
中
学
校
全
校

に
二
期
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

□
こ
れ
か
ら
も
区
民
の
皆
さ
ん
に
情

報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す

今
後
も
二
期
制
の
具
体
的
な
内
容

を
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
教
育
指
導
室
で
は
「
二
期

制
」
に
つ
い
て
、
各
校
P
T
A

広
報

部
の
取
材
を
受
け
た
り
、
地
域
の
研

修
会
へ
出
席
し
て
説
明
を
し
て
い
き

ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
教
育
指

導
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▲ わかれば 、さらに勉 強は楽しくなります

通
知
表
と
各
教
科
分
の
評
価

カ
ー
ド
例
。
従
来
の
学
期
ご
と

の
評
価
に
加
え
、教
科
ご
と
の

細
か
い
評
価
カ
ー
ド
が
あ
る

(第
十
六
中
学
校
)

声を聞かせてもらいました
～二期制実施校の声を一部紹介～

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
(
栗
島
中
学
校
)

授
業
時
数
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
生
徒

全
員
が
先
生
と
教
育
相
談
の
時
間
を
も
つ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
ま
で
落
ち
着
い

て
話
す
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
先
生
方

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
良

か
っ
た
で
す
(
生
徒
の
声
)
。

授
業
時
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
生

徒
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
反
復
し
て
学
習
す

る
事
が
出
来
、
よ
り
基
礎
・
基
本
の
定
着

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
　

(
教
職
員
の
声
)
。
ア
`
鈩
¨

家
庭
と
の
協
力
体
制
が
取
り
や
す
く
な

っ
た
(
東
栗
原
小
学
校
)

二
期
制
の
実
施
を
機
に
、夏
休
み
前
に
、

そ
れ
ま
で
の
児
童
の
学
習
の
様
子
や
生
活

に
つ
い
て
話
し
合
う
保
護
者
会
を
開
き
、

児
童
の
休
み
中
の
課
題
に
つ
い
て
、
家
庭

で
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

夏
休
み
中
、
ア
ド
バ
イ
ス
訪
問
(
児
童
・

保
護
者
・
教
師
に
よ
る
三
者
面
談
)
を
行

い
、
児
童
が
課
題
を
解
決
し
て
い
く
上
で

フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
児
童
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
白
身

も
児
童
の
課
題
解
決
へ
の
関
わ
り
方
を
学

ぶ
こ
と
に
な
り
、
家
庭
で
の
協
力
体
制
が

取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き
な

成
果
だ
と
思
い
ま
す
(
学
校
長
)
。

図1 二期制・三学期制日程の比較表

二
期
制
導
入
の
メ
リ
ッ
卜
は
?

▽
授
業
時
数
が
増
え
ま
す

始
業
式
と
終
業
式
が
I
回
ず
つ

減
る
こ
と
と
、学
校
行
事
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
で
、授
業
時
数
が
増
え

ま
す
。
そ
し
て
増
え
た
時
間
は
、基

礎
・
基
本
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
な

ど
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
に
充
て

る
こ
と
が
出
来
ま
す

。
※
今
年
度

先
行
実
施
校
で
は
、小
学
校
で
2
5時

間
、
中
学
校
で
3
0時
同
程
度
増
加

(暦
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)
す
る
見

込
み
で
す
。

▽
教
員
が
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
増

え
ま
す

学
期
末
の
通
知
表
作
成
な
ど
、教

員
の
事
務
作
業
が
1
回
減
る
こ
と

で
、
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
増

え
、こ
れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
の
実

態
を
把
握
し
、指
導
に
生
か
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。

▽
長
期
休
業
(
夏
休
み
・
冬
休
み
)
が
学

期
の
中
に
含
ま
れ
ま
す

こ
の
休
業
中
に
自
主
的
な
学
習

を
し
た
り
、興
味
や
関
心
の
あ
る
内

容
を
深
く
学
習
し
た
り
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
設
定
し
た

課
題
を
連
続
性
や
発
展
性
を
も
っ

て
追
究
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▽
評
価
を
じ
っ
く
り
行
う
こ
と
が
出
来

ま
す

学
期
の
長
期
化
を
生
か
し
て
、子

ど
も
の
学
習
状
況
や
課
題
到
達
度

を
、じ
っ
く
り
把
握
出
来
ま
す
。
ま

た
、そ
れ
を
指
導
に
生
か
す
こ
と
で

指
導
と
評
価
が
一
体
化
し
、教
育
活

動
が
充
実
し
ま
す
。

が
ん
ば
る
学
校
推
奨
制
度

指
定
校
決
定

区
で
は
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
教
育
改
革
の
基
盤
に
、「
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
な
ど
新
し

い
時
代
に
見
合
っ
た
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
る
学
校
推
奨
制
度
」
は
、

自
ら
積
極
的
に
企
画
を
提
案
し
、
自

主
・
自
律
的
な
取
り
組
み
を
行
お
う

と
す
る
学
校
に
対
し
、
区
が
様
々
な

形
で
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
1
5年
度
が
ん

ば
る
学
校
推
奨
制
度
に
基
づ
く
指
定

校
を
決
定
し
ま
し
た
(
表
I
)
。

問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
改
革
推
進
課

教
育
施
策
推
進
ま
で

(
3
8
8
0
)
5
1
9
4

表115 年度 がんばる学校推奨制度 指定校一覧

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」を
さ
ら
に
進
め
て

～
家
庭
・
地
域
の
意
見
や
要
望
を
学
校
経
営
・
地
域
活
動
へ

つ
な
げ
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
る
～

区
で
は
、
各
校
の
「
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
や
「
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
」
の
活
動

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
協
力
に
よ
る
活
動
が
積

極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

五
反
野
小
学
校
の
実
践
研
究

現
在
五
反
野
小
学
校
で
は
、「
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
」
が
中
心

と
な
っ
て
、『
五
反
野
こ
ど
も
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
つ
く
り
、
大
学
の

連
携
・
協
力
の
も
と
、
地
域
協
働
型

の
「
子
ど
も
の
生
活
に
関
す
る
調
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も

の
生
活
や
地
域
の
実
態
を
知
り
、
地

域
全
体
の
視
点
か
ら
子
ど
も
の
教
育

面
や
家
庭
・
地
域
な
ど
で
の
課
題
を

見
つ
け
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
全
体

の
活
動
に
い
か
す
こ
と
を
目
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
子
ど
も
の

生
活
実
態
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
に

関
わ
る
教
職
員

。保
護
者
・
地
域
の

人
た
ち
の
「
気
づ
き
」
を
集
め
、
分

析
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
だ
れ
が
何
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
べ
き
な
の
か
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
に
応
じ
た
課
題
・
目

標
を
設
定
・
分
担
し
、
学
校
を
核
に

地
域
ぐ
る
み
の
計
画
を
つ
く
っ
て
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
学
校
・
地
域
で
も
活
動

の
活
性
化
に
向
け
て
、
保
護
者
・
地

域
の
方
の
意
見
・
要
望
の
集
約
、
活

動
展
開
の
た
め
の
工
夫
を
進
め
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

学
校
理
事
会

家
庭
・
地
域
の
参
画
に
よ
る
学
校

運
営
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
テ

ー
マ
に
、
文
部
科
学
省
指
定
の
「
新

し
い
タ
イ
プ
の
学
校
運
営
の
在
り
方

に
関
す
る
実
践
研
究
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
児
童
の
確

か
な
学
力
の
向
上
」
を
目
的
と
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
三
位
一
体
と

な
っ
た
教
育
の
実
現
を
め
ざ
し
た
全

国
で
も
は
じ
め
て
の
「
学
校
理
事
会
」

が
五
反
野
小
学
校
に
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
一
歩
進
め
た
事
例
と
い
え
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は
.
教
育
改
革
推
進
課
教
育
施
策
推
進
ま
で

(
3
8
8
0
)
5
1
9
9
`
図2 五反野小学校での子どもの生活に関する調査・計画の流れ

基
本
構
想
審
議
会
第
5
回
全
体
会

第
1
回
分
科
会
の
開
催

区

の

将

来

像

と

な

る

新

基

本

構

想

を

公

開

で

開

催

中

で

す

。

各

テ

ー

マ

別

の

分

科

会

で

検

討

を

進

め

て

い

ま

す

。

区

・

ホ

ー

ム

ペ
L

ン

で

も

案

内

し

て

い

ま

す

。

く

わ

し

く

は

、

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

日

程

等
=

表
2

申

込
=

電

話

・

フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

問

先
=

政

策

課

(
3
8
8
0
)
5
8
1
2
　
　
　
　
　

(
3
8
8
0
5
6
1
0

1
x
J
s
e
i
s
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

表2 第1 回分科会日時等一覧

をいずれも水曜日

西
新
井
駅
西
口
地
区
(
日
清
紡
工
場
跡
地
)
の
開
発
に

つ
い
て
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
(
パ
ブ
リ
ツ
ク
コ
X
ン
ト
)

区
で
は
、
西
新
井
駅
西
口
地
区
に

お
い
て
災
害
に
強
く
、
良
好
な
住
環

境
を
有
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
現
在
、
駅

前
の
日
清
紡
工
場
跡
地
で
、
都
市
基

盤
整
備
公
団
が
開
発
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
公
団
で
は
、
駅
に
近
い
街

区
に
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た

め
の
に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
す
施
設

や
、
地
域
に
役
立
つ
施
設
な
ど
を
、

民
間
事
業
者
の
公
募
で
誘
致
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
区
が
作
成
し
た
街
区

の
整
備
イ
メ
L
ン
図
(
素
案
)
に
つ

い

て

、

区

民

の
皆

さ

ん

か

ら

の

意

見

な

ど

を

募

集

し

ま

す

。今

後

区

で

は

、

頂

い
た

意

見

を

参

考

に

、
西

新

井

駅

西

口

に

ふ

さ

わ

し

い
公

益

施

設

な

ど

に

つ

い

て

、
公

団

へ
要

望

し

て

い

き

ま

す

。

※

区

・
ホ

ー

ム

ヴ

・
I・
ジ

で

も

ご

覧

に

な

れ

ま

す

イ

メ

ー
ジ

図
=

図
3

意

見
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集
=
1
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月
1
0
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～
1
2
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9
1
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見

提

出

方

法
=

郵

送

、
E

メ

ー

ル

、

フ

ァ

ク

ス

申

・
問

先
=

都

市

整

備

課

拠

点

担

当

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
m
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本
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7
1
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図3 整備イメージ図( 素案)
資
源
の
「
集
団
回
収
」
を
始
め
ま
し
ょ
う

集
団
回
収
と
は
、
町
会
・
自
治
会

や
管
理
組
合
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
資
源
(
新
聞
・
雑
誌
・
空

き
缶
な
ど
)
を
集
め
、
回
収
業
者
に

引
き
渡
す
、
地
域
で
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
で
す
。

集
団
回
収
を
始
め
る
に
は

区
へ
の
団
体
登
録
(
1
0世
帯
以
占

が
必
要
で
す
。
団
体
名
、
代
表
者
、

担
当
者
を
決
め
て
団
休
登
録
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
な
ど
を
回
収
業
者
と
相
談
し

て
決
め
ま
し
ょ
う

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
回
収

日
時
や
品
目
、
場
所
な
ど
を
皆
さ
ん

と
業
者
の
間
で
相
談
し
て
決
め
ま

す
。報

奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

I
に咫
の
回
収
量
に
つ
き
6
円
の
報

奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
報
奨

金
は
、行
事
や
団
体
の
活
動
な
ど
に
、

利
用
出
来
ま
す
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

▲ 神明南町会婦人部、ただいま「集団回収抻

応援します!
あなたの
子育て
来て!
見て!
一緒!

ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
み
ん
な
友
達
に
な
ろ
う
～

保
育
園
の
す
こ
や
か
相
談
の
中
に

は
「
子
ど
も
と
ど
う
遊
ん
で
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
っ
た
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
地
域
に
子
ど

も
の
声
が
あ
ふ
れ
て
い
た
こ
ろ
は
、

子
ど
も
た
ち
は
年
上
の
友
だ
ち
か
ら

色
々
な
遊
び
を
教
え
て
も
ら
い
、
親

た
ち
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
子
育
て
の

楽
し
さ
や
悩
み
を
一
緒
に
分
か
ち
あ

え
る
人
が
い
ま
し
た
。
核
家
族
化
か

進
ん
で
い
る
今
、
地
域
の
中
で
の
子

育
て
を
応
援
し
よ
う
と
、
今
年
度
新

た
に
区
立
保
育
園
の
職
員
が
「
ふ
れ

あ
い
キ
ッ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

み
ん
な
友
達
に
な
ろ
う
～
」
を
開
催

し
ま
す
。
親
子
で
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
や

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、
看
護
師
や
保
育
士

に
よ
る
健
康
・
育
児
相
談
な
ど
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
=
1
月
1
8日
㈲
、
午
後
1
時
～
3

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

問
先
=
弘
道
保
育
園

豐
(
3
8
4
9
)
3
2
7
1 ▲ 親子で遊んだり、ほかの方々と話す場も

大切です( 写真は1日体験入園)
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第
4
回
区
議
会
定
例
会

区
議
会
第
4
回
定
例
会
を
開
会
し

ま
す
。本
会
議
は
公
開
し
て
い
ま
す
。

傍
聴
は
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
(
開
会
予
定
の
1
時
間
前
か
ら
整

理
券
を
発
行
し
、
3
0分
前
に
抽
選
)

と
な
り
ま
す
。
日
程
等
=
表
1

問
先
=
区
議
会
事
務
局

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
9
5

1
万
人
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
町
ぐ
る
み
の
行

動
は
じ
ま
る
」

区
で
は
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
す
る
た
め
、
買
い
物
袋
を

持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い

「
1
万
人
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ベ
ー

ン
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
0月
か
ら
、

区
内
約
6
千
世
帯
が
買
い
物
袋
を
持

参
す
る
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
あ

な
た
も
今
日
か
ら
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
ま
せ
ん
か
。

□
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中

「
ぼ
く
、
わ
た
し
の
エ
コ
ラ
イ
フ
体

験
～
レ
ジ
袋
に
つ
い
て
考
え
る
～

」
を
テ
ー
マ
に
、
区
内
在
住
の
小

学
4
～
6
年
生
を
対
象
に
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
※
応
募
要
領
は

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す

申
・
問

先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
普
及
啓
発

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

▲ 折りたためる携帯バ
ッグは買い物に便利
です

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
・
ロ

ッ
カ
ー
利
用
団
体
募
集

N
P
O
活
動
団
体
に
メ
ー
ル
ボ
ッ

ク
ス
と
ロ
ッ
カ
ー
を
貸
し
出
し
ま

す
。
貸
出
時
期
=
1
6
年
1
月
～
6

月
ま
で
の
6
ヵ
月

募
集
=

▽
メ
ー

ル
ボ
ッ
ク
ス
・
:
4
8個
、
▽
ロ
ッ
カ
ー

(
3
5㎝
×
4
0
叩
×
4
5
叩
)
:
3
2個

※
い
ず
れ
も
先
着
順

費
用
=
▽
メ

ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
…
無
料

▽
ロ
ッ
カ

ー
・
:月
額
1
0
0円

申
込
=
1
2月
2
日

か
ら
1
3日
ま
で
に
来
館
し
、
申
込
書

に
記
入

※
申
し
込
み
の
際
に
は
、

団
体
の
活
動
状
況
な
ど
を
伺
い
ま
す

申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

地
区
計
画
の
原
案
を

縦
覧
し
ま
す

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
縦
覧

期
間
=
1
2
月
5
日
～
1
8
日
縦
覧
区

域
=
▽
高
野
地
区
地
区
計
画
の
変
更

区
域
=
江
北
一
丁
目
お
よ
び
扇
二
丁

目
各
地
内
▽
島
根
四
丁
目
地
区
地

区
計
画
の
変
更
区
域
=
島
根
二
～
四

丁
目
お
よ
び
栗
原
丁
二
丁
目
各
地

内
▽
神
明
三
丁
目
地
区
地
区
計
画

の
変
更
区
域
=
神
明
三
丁
目
お
よ
び

六
木
三
丁
目
各
地
内
期
間
=
1
2
月

5
日
～
2
5
日
※
神
明
三
丁
目
地
区

は
こ
の
原
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

意
見
書
提
出
説
明
会
=
1
2

月
4
日

、
午
後
7
時

場
所
=

六
木
住
区
セ
ン
タ
ー

縦
覧
場

所
・
問
先
=
都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

男
女
共
同
参
画
社
会
に

つ
い
て
学
習
す
る
団
体

を
応
援
し
ま
す
(
後
期
)

対
象
=
区
内
で
活
動
す
る
、区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
7
人
以
上
で
構

成
す
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体

助
成
内

容
=
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

公
開
学
習
会
や
講
演
会
の
講
師
へ
の

謝
礼
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

(上
限
2
万
4
千
円
)

募
集
団
体

数
=
6

団
体
(
選
考
)

申
込
=
申
込

書
を
持
参

※
申
込
書
は
男
女
参
画

プ
ラ
ザ
で
配
布

期
限
=
1
9一月
2
4日

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

g
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

足
立
区
総
合
設
計
許
可

要
綱
を
改
正
し
ま
し
た

総
合
設
計
制
度
と
は
、
建
築
基
準

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
定
の
敷
地

面
積
・
空
地
割
合
を
確
保
し
て
、
市

街
地
環
境
の
整
備
改
善
に
資
す
る
建

築
計
画
に
つ
い
て
、
許
可
に
よ
り
容

積
率
制
限
等
を
緩
和
す
る
制
度
で

す
。主
な
改
正
点
は
次
の
内
容
で
す
。

▽
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
を
促

進
す
る
た
め
、
容
積
率
割
増
し
な
ど

を
緩
和
し
た
共
同
住
宅
建
替
誘
導
型

総
合
設
計
の
創
設

▽
原
因
者
負
担
金
制
度
を
利
用
し
た

テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
を
許
可
の
要
件
と
し
、
容

積
率
の
割
増
し
を
す
る
(
新
築
・
改

築
の
場
合
の
み
)

▽
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
よ

る
容
積
率
の
割
増
し

▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
措
置
に
よ
る
容
積

率
の
割
増
し

▽
屋
上
緑
化
に
よ
る
容
積
率
の
割
増

し施
行
日
=
H
月
1
日

問
先
=
市
街

地
指
導
係啻

(
3
8
8
0
)
5
9
4
3

紙
門
松
を
配
布
し
ま
す

生
活
の
合
理
化
運
動
の
一
環
と
し

て
、
1
2月
上
旬
か
ら
、
町
会
・
自
治

会
を
通
じ
て
各
家
庭
に
紙
門
松
を
配

布
し
ま
す
。
※
配
布
さ
れ
な
い
場

合
は
、
最
寄
り
の
区
民
事
務
所
で
も

受
け
取
れ
ま
す

問
先
=
あ
し
た
の

足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事
務
局

(地
域
支
援
課
内
)

g
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

表1 第4 回区議会定例会日程

※ 日程は変更する場合があります。お問い合わせくださ
い

伊
豆
高
原
区
民
保
養
所
の
廃
止

伊
豆
高
原
区
民
保
養
所
(
伊
豆
高

原
あ
だ
ち
荘
)
は
、
1
6年
3
月
2
7日

泊
分
の
利
用
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り

ま
す
。
長
い
問
ご
利
用
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
湯
河
原
・
那
須
区
民
保
養

所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
利
用
出

来
ま
す
。
※
3
月
の
利
用
日
に
つ

い
て
は
、
あ
だ
ち
広
報
1
2月
2
5日
号

の
宿
泊
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
先
=
地
域
支
援
課

振
興
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

自
転
車
も
ラ
イ
ト
を
つ
け
よ
う

「
ま
わ
り
に
も
、
あ
な
た
を
知
ら
せ
る
大
切
な
シ
グ
ナ
ル
」

「
車
が
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
い
る
の

で
私
の
こ
と
は
見
え
て
い
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
の
思
い
込
み
や
、
ペ
ダ

ル
が
重
く
な
る
と
の
理
由
な
ど
か

ら
、
無
灯
火
で
運
転
す
る
自
転
車
が

数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
自
転
車
の
ラ

イ
ト
は
、前
を
照
ら
す
だ
け
で
な
く
、

歩
行
者
や
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
大
切
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。
無
灯
火
運
転
の
場

合
、
自
分
は
見
え
て
い
て
も
、
相
手

か
ら
は
見
え
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
違
反
と

な
り
ま
す
。
問
先
=
交
通
安
全
係
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

1
5年
度交
通
安全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

▲ 小賀坂祥子 さん(東渕江小5 年)

休
館
日
の
お
知
ら
せ
【区
役
所
・
図
書
館
】

□
1
2月
1
3日
倒
、
区
役
所
全
館

害
虫
駆
除
の
た
め
、
区
役
所
全
館

を
閉
館
し
ま
す
。
当
日
は
、
庁
舎
ホ

ー
ル
・
I
階
区
民
ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
も
利
用
出
来
ま
せ

ん
。
※
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、毎
月

第
2
土
・
日
曜
日
は
定
休
日
の
た
め
、
1
4

日
も
休
み
ま
す

問
先
=
庁
舎
管

理
課
設
備啻

(
3
8
8
0
)
5
8
2
7

□
図
書
館

館
内
消
毒
や
防
災
点
検
な
ど
の
た

め
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。
休
館
日
=
表
2

問
先

=
中
央
図
書
館

豐
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

表2 臨時休館日一覧

※ やよい図書館は16年4 月30 日まで休館

掲

示

板

□
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2
級
課
程

(夜
間
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

期
間
=
1
6
年
1
月
1
9
日
～
4
月
2
7
日

場
所
=
足
立
老
人
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

定
員
=
4
0
人
(
選
考
)

費
用
=
6
万
6

千
8
0
0円

申
・
問
先
=
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
保
木
問

(
3
8
8
3
)
3
1
1
3

□
社
会
福
祉
協
議
会
常
勤
職
員
募
集

対
象
=
介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
社

会
福
祉
士
の
有
資
格
者
で
、
昭
和
2
9

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

採
用
時
期
=
4

月
1
日
(
予
定
)

人

数
=
若
干
名

選
考
=
筆
記
お
よ
び

面
接

期
限
=
1
2月
2
5日

※
詳
細

は
問
先
ま
で

申
・
問
先
=
足
立
区

社
会
福
祉
協
議
会
(
区
役
所
内
)

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

□
表
計
算
(
エ
ク
セ
ル
)
初
級
講
座

日
時
=
2
月
2
日
～
1
9
日
(
全
8
日

間
)
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
5
5
分

定
員
=
1
5
人
(
抽
選
)

費
用
=
8
千

円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
2月
1
0日
必
着

申
・
問
先
=

都
立
足
立
技
術
専
門
校

〒
1
2
0・0
0
0
a

綾
瀬
r
a
-
0
-
I

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
消
防
団
員
募
集

対
象
=
1
8
歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

問
先
=

千
住
消
防
署

(
3
8
8
2
)
0
1
1
Q

り

足
立
消
防
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
Q

り

西
新
井
消
防
署(

3
8
5
3
)
0
1
1
(
M
y

□
青
色
申
告
決
算
説
明
会

日
程
等
=
表
3

問
先
=

足
立
税
務

署
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署(『

j
Q
り
4
0

』
1
1
1
1

□
3
月
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
=
3
月
5
日
～
7
日
(
夜
間
発

着
)

場
所
=
大
泉
・
清
里
ス
キ
ー
場

定
員
=
4
5人
(
先
着
順
)

費
用
=
1

万
9
千
8
0
0円(
3

歳
以
上
)

申
・
問

先
=
ス
キ
ー
協
会
・
池
川

(
3
8
9
6
)
6
3
4
4

表3 青色決算説明会日程

※ いずれも時間は午後1時30分～4時30分
※ 車での来場はご遠慮ください

○ 訂正とおわび11 月10日号6 面「『成人の日の集い』の開始時間を変更します」の記事で、都立東京武道館の住所に誤りがありました。次のとおり訂正
しておわびします。【正】綾瀬3- 20- 1 《広報課》
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
11 月26 日

から受け付け

第
9
回
プ
チ
展
示

「
韓
式
土
器
と
須
恵
器
」展

日
時
=
1
1
月
2
9
日
～
1
6
年
1
月
2
5

日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
土
・
日
・

祝
日
も
開
館
)
※
1
9
一
月
2
8
日
～
1
6

年
1
月
4
日
を
除
く
内
容
=
区
内

で
発
掘
さ
れ
た
韓
式
土
器
(
4
～
5

世
紀
に
伝
来
し
た
朝
鮮
半
島
の
土

器
)
と
須
恵
器
(
5
～
7
世
紀
ご
ろ

の
日
本
最
初
の
陶
器
)
を
展
示
し
ま

す

場
・
問
先
=
伊
興
遺
跡
公
園
展

示
館
g
(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

足
立
の
も
の
づ
く
り
展

足
立
の
も
の
づ
く
り
の
良
さ
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
工
業

製
品
や
伝
統
工
芸
品
を
展
示
し

、
廉

価
で
頒
布
し
ま
す

。
伝
統
工
芸
の
実

演
も
あ
り
ま
す

。

日
時
=

▽
足
立

伝
統
工
芸
品
展
…
1
2
月
8

日
㈲
・
9

日
収

▽
あ
だ
ち
地
場
工
業
製
品
フ

ェ
ア
…
1
2
月
‥
1
1
1
1

一
日
収
・
1
2
日
面

い

ず
れ
も
時
間
は

、
午
前
9

時
～
午
後
5

時
3
0
分

※
8

日
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー

午
前
H

時
)

後
開

場

。
1
2
日
は
午
後
5

時
ま
で

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

主
催
=

区
・
区
工
業
会
連
合
会
・
区
伝
統
工

芸
振
興
会

問
先
=
工
業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
Q

り

講
演
会
「
私
の
行
司
人
生
」

日
時
=
1
2月
1
3日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分
(
受
け
付
け
は
午
後
1

時
)

場

所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

講
師
=

鷄
池
毎
介
氏
(
行
司
・
第
三
十
代
木

村
庄
之
助
)

定
員
=
8
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
郷
土
博
物
館

g
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

自
然
環
境
セ
ミ
ナ
ー

「
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー

デ
ン
入
門
」
(
2日
制
)

区
は
、
公
園
に
チ
ョ
ウ
の
好
む
花

や
植
物
を
植
え
て
、
ど
こ
へ
行
っ
て

も
花
が
咲
き
、
チ
ョ
ウ
の
舞
う
環
境

を
作
り
だ
す
「
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ

ン
事
業
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
身

近
な
チ
ョ
ウ
や
植
物
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
チ
ョ
ウ
の
飛
び
交
う
環
境

作
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
日
時

=
(
1
)
1
6
年
2
月
7
日
出
(
2
)
2
1
日
倒

※
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
場

所
=
(
1
)区
役
所
(
2
)
生
物
園

対
象
=

小
学
1
年
生
以
上
(
小
学
4
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
)

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ

に
、
参
加
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
2月
1
0日

必
着

※
全
日
程
受
講
者
に
は
修
了

証
を
交
付
し
ま
す

申
・
問
先
=
公

園
事
業
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
Q

り

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。
日
時
=
1
2
月

1
3
日
出
、
午
前
H
時
内
容
=
「
ふ

る
さ
と
の
伝
承
神
と
鬼
と
人
が
舞

う
～
奥
三
河
花
祭
り
～
」
(
4
5
分
)

…
厳
冬
の
中
行
わ
れ
る
民
俗
芸
能

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

体
験
教
室
「
し
め
飾
り
作
り
」

日
時
=
1
2月
2
1日
向
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時

対
象
=
小
学
4
年
生
以

上
の
方

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、「
し
め
飾
り

作
り
希
望
」
を
明
記

期
限
=
1
2月
1
3

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
郷
土

博
物
館

〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
5
-
2
0
1
1

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

「
税
に
関
す
る
作
文
」

を
展
示
し
ま
す

区
内
の
中
学
生
を
対
象
に
「
税
に

関
す
る
作
文
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
期
間
=
1
2
月
1
5
日
～

2
1
日
場
所
=
区
役
所
I
階
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
展
示
作
品
(
敬
称
略
)

=
▽
足
立
税
務
署
管
内
・
:
鈴
木
あ
か

ね
(
竹
の
塚
中
)
/
宗
愛
美
(
第
十

二
中
)
/
小
林
え
り
果
(
第
十
六
中
)

/
小
川
美
樹
(
第
十
六
中
)
/
清
水

遥
(
青
井
中
)
▽
西
新
井
税
務
署
管

内
・
:
岩
間
千
絵
(
江
北
中
)
/
赤
星

江
梨
子
(
第
四
中
)
/
渋
井
杏
菜
　

(
第
九
中
)
/
杉
橋
奈
緒
子
(
第
九

中
)
/
斎
藤
陽
子
(
第
五
中
)
/
安

立
裕
菜
(
第
十
中
)
問
先
=
納
税
管

理
係
`
J
(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

リ
サ
イ
ク
ル
エ
房

「
リ
ユ
ー
ス
ま
つ
り
」

日
時
=
1
2月
1
4日
向
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

場
所
=
あ
だ
ち
再
生
館

リ
サ
イ
ク
ル
エ
房
(
東
伊
興
I
-
6
-
1
2
)

内
容
=
工
作
コ
ー
ナ
ー
/

販
売
コ
ー
ナ
ー
/
抽
選
コ
ー
ナ
ー

(粗
大
ご
み
か
ら
出
た
小
型
家
具
・

自
転
車
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
)

※
抽
選
は
午
後
2
時
・
運
搬
は
各
自

負
担「

リ
ユ
ー
ス
ま
つ
り
」
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
=
1
2月
1
4日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時
(
雨
天
中
止
)

対
象
=
区

内
在
住
の
方
(
1
8
歳
未
満
の
方
や
出

店
物
品
の
販
売
を
事
業
ま
た
は
副
業

と
し
て
い
る
方
は
不
可
)

募
集
=
1
8

区
画
(
抽
選
)

※
I
世
帯
I
区
画

(
2
。
5
m
x
4
m
)。
食
品
、
薬
品
、
ペ

ッ
ト
な
ど
品
質
保
証
出
来
な
い
も
の

は
販
売
不
可
。
車
出
店
可

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
主
な
出

品
物
を
明
記

期
限
=
1
2月
3
日
消

印
有
効

-

い
ず
れ
も
匚
卜

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜

休
館
)
〒
1
2
0
・
0
0
1
1
中
央
本
町

Q
乙
-
I
Q
び
I
I

豐
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

N
P
O
講
座

日
時
=
1
2
月
1
1
日
團
、
午
後
6
時
～

7
時
3
0分

対
象
=
N
P
O

活
動
団

体

講
師
=
阿
部
陽
一
郎
氏
(
中
央

共
同
募
金
会
企
画
課
長
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
前
日
ま
で

に
電
話

内
容
=
団
体
の
財
政
的
基

盤
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方
/
中
央

共
同
募
金
会
に
つ
い
て

場
・
申
・

問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

1
2月
の
国
民
年
金
相
談

日
程
等
=
表
4

表4 年金相談日程表

※ いずれも時間は、午前10時～　
午後3 時30分

身に覚えのない

架空請求は無視しましょう!

～多発する相談事例から～

○
相
談
内
容

突
然
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
出

会
い
系
サ
イ
ト
利
用
料
を
電
話
で
請

求
さ
れ
、「
支
払
わ
な
い
と
自
宅
に
取

り
立
て
に
行
く
。そ
の
時
は
人
件
費
・

交
通
費
も
加
算
す
る
」
と
脅
さ
れ
ま

し
た
。
家
族
の
だ
れ
か
が
利
用
し
た

も
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
突
然
の
請

求
に
戸
惑
い
、
不
安
で
す
。

○
お
答
え
し
ま
す

利
用
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
心
当

た
り
の
な
い
利
用
料
金
を
請
求
さ
れ

る
「
架
空
請
求
」
や
、
不
法
に
高
い

料
金
を
請
求
さ
れ
る
「
不
当
請
求
」

の
相
談
が
最
近
増
え
て
い
ま
す
(
1
4

年
度
区
で
は
6
8
0件
、
1
5年
度
は
7
月

末
ま
で
に
約
6
3
0件)
。こ
の
よ
う
な
時

は
次
の
点
に
注
意
し
、
落
ち
着
い
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
の
は
、ほ
か
の
誰
で
も
な
い
、

あ
な
た
の
冷
静
な
対
応
で
す
。

A
注
意
点
V

(
1
)業
者
に
連
絡
し
な
い
・
個
人
情
報

は
知
ら
せ
な
い

最
初
に
請
求
し
て
き
た
段
階
で

は
、
業
者
は
く
わ
し
い
情
報
は
知
ら

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
ほ

か
の
情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
と
、

電
話
以
外
に
も
電
報
・
メ
ー
ル
ー
(

ガ
キ
・
手
紙
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
か

の
手
段
で
次
々
と
請
求
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
業
者
か
ら
の
電
話
に

は
対
応
せ
ず
無
視
し
、
こ
ち
ら
か
ら

連
絡
を
取
る
取
る
こ
と
も
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

(
2
)事実
確
認
を
す
る

早
急
に
支
払
先
や
利
用
内
容
に
つ

い
て
、家
族
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

(
3
)利用
し
た
覚
え
の
な
い
代
金
は
支

払
わ
な
い

わ
ず
か
な
金
額
で
も
、
一
度
支
払

う
と
代
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難

な
う
え
、
次
々
に
高
額
の
支
払
い
を

請
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

(
4
)慌て
ず
に
毅
然
と
し
て

架
空
請
求
・
不
当
請
求
で
取
り
立

て
に
来
た
例
は
こ
れ
ま
で
に
あ
り
ま

せ
ん
。
脅
か
さ
れ
て
も
慌
て
ず
落
ち

着
い
て
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

(
5
)証拠
は
残
し
て
お
く

送
ら
れ
て
き
た
(
ガ
キ
・
手
紙
類

は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
最
近
、
中
・
高
校
生
に
届
い
た
不

当
請
求
に
驚
き
、
保
護
者
が
相
談
に

来
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
お
子

さ
ん
に
携
帯
電
話
を
与
え
る
時
は
、

事
前
に
こ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
話
し
、
本
人
に
し
つ

か
り
自
党
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す

相
談
は
電
話
で

区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
相

談
者
と
相
談
員
が
意
見
や
情
報
を
交

換
し
な
が
ら
、
経
過
の
確
認
や
解
決

の
た
め
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。
フ

ァ
ク
ス
ー
メ
ー
ル
・
手
紙
に
よ
る
相

談
で
は
、
状
況
確
認
が
十
分
に
出
来

な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
ま
ず
電
話

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
=
午
前
9
時
～
午
後
4
時
4
5
分
　

(土
・
日
・
祝
日
は
除
く
)

相
談
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

「
架
空
請
求
」
な
ど
の
相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ま
で

(相
談
専
用
電
話
)
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

ひ
ろ

ば

=
会
員
募
集
=

★
合
気
道
健
心
会
毎
週
日
曜
、
午

後
6
時
～
8
時
/
扇
中
学
校
体
育
館

/
月
額
千
円
、
入
会
金
千
円
/
興
味

の
あ
る
方
は
事
前
連
絡
の
上
見
学
/

斎
賀
(
3
8
9
8
)
1
6
9
7

★
A
・
-
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
毎
週
月

曜
・
水
曜
、
午
後
O
時
3
0
分
～
3
時
、

毎
週
火
曜
、
午
前
9
時
～
正
午
/
保

塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
社
交

ダ
ン
ス
の
指
導
/
毎
回
6
0
0
円
、
入
会

金
千
円
/
会
田

0
9
0
(
1
6
0
4
)
8
8
9
0

★
ワ
イ
ル
ド
&
プ
リ
サ
ー
ブ
(
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
サ
ー
ク
ル
)
木
曜

ま
た
は
土
曜
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
/
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
/

月
額
2
千
7
0
0
円
～
3
千
円
/
宮
川

(
3
8
8
5
)
5
1
2
7

公
開
録
画
を
観
に
来
ま
せ
ん
か

「
爆
笑
!

新
春
大
喜
利
・
区
政
を
斬
る
」

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
で
放
映
し

て
い
る
区
制
作
番
組
「
情
報
キ
ャ
ッ

チ
n
'
好
き
で
す
。
あ
だ
ち
」
で
は
、

区
内
の
落
語
家
や
区
長
が
出
演
す
る

新
春
特
別
番
組
の
公
開
録
画
を
行
い

ま
す
。
笑
う
門
に
は
福
来
る
。
笑
っ

て
笑
っ
て
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。
放
送
は
新
春
の
1
月
I
～
4

日
で
す
。

録
画
日
時
=
1
2
月
2
4

日
㈲
、
午
後
2
時～
4
時
場
所
=

学
び
ピ
ア
2
1
内
容
=
足
立
区
に
関

す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
大
喜
利
形

式
で
即
席
寄
席
を
繰
り
広
げ
ま
す

出
演
=

古
今
亭
駿
菊
師
匠
(
落
語

家
)
、足
立
区
長
ほ
か

定
員
=
1
5
0人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
広
報
係(

3
8
8
0
)
5
8
1
5

□ 訪問業者による悪質な消火器点検にご注意を! 不審な点があれば、区または各消防署までお問い合わせください。 問先= 災害対策係253880 ―5836/ 千住

消防署03882 ―0119/ 足立消防署03852 ―0119/ 西新井消防署03853 ―0119
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学童保育室
16 年4 月入 室

児童募集
12月1 日から各学童保育室で申請書を配布

対象=保護者の就労や長期の病気などで、放課後お子さんの面倒を見られない家庭
の、小学校1年生～3年生の児童定員・申先等=表1費用=児童1人につき月
額6, 000円申込=申請書、家庭状況票、勤務証明書などを希望する保育室に提出
※ 入室は、面接および書類審査により決定します申請書=12月1日から各保育室
で配布※ 在籍している児童で継続して入室を希望する場合も同じ手続きが必要
です入室申込期間=12月20日～16年1月10日(日・祝日・年末年始を除く) ※ 申し
込みが遅れると、4月からの入室に間に合わない場合があります

学童保育室については、指導相談係 　3880- 5868
表116 年4 月入室学童保育室一覧( 五十音順)

※ oJ Er の学童保育室は、16年4 月開設予定のため、カッコ内の住区センターなどに申し込んでください

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

フ ァ ク ス ・音 声 情 報 サ ー ビ ス

区政情報をお好きなときに手に入れ、聞くことができます
専用電話3889- 3399

ファクスの場合　救急指定医療機関名簿は… コード1101　　
税証明請求( 郵送) は… … コード1642　　

※ 税証明書の郵送請求方法・交付申請書の出力

蔕
公園は
いっぱいの

おもちゃ箱
11月2 日、元渕江公園で「公園
まるごとおもちや箱パート3 」が
行われ、多くの子どもたちでにぎ

わいました。
どんぐりでネックレスや動物を

作ったり、木にロープを張って作

った即席ブランコや綱渡りで遊ぶ
子どもたちはみんな輝いていて、
公園中に笑い声が響いていまし

た。
秋晴れの空の下、様々な遊びを
とおして、子どもたちは自然を相
手に夢中になって遊んでいまし

た。

自
分
の
何
倍
も
あ
る
ポ
ニ
ー
に
乗
っ
て
、
ド
キ
ド
キ

【当日の主なメニュー】
どんぐりで工作しよう/
ポニーと遊ぼう/ 樹名板
を取り付けよう/ 手探り
迷路で遊ぼうほか

み ん な で
い い 歯 に なろ う

11月8 日( い

い歯の日) 、区役

所庁舎ホールで

「健康あだち21

いい歯区民フォ

ーラム」が開か

れました。
「よい歯の子 どもを育てよう」をテーマに、

安井利一氏( 明海大学教授) の講演や、学校・

企業・区民が出席したシンポジウムが行 われ、

参加者は熱心に聞き入ってい ました。 また、

歯の模型などを前に、子どもたちは興味津々。

楽しみながら歯の大切さを体験し ました。

正
し
い
歯
の
み
が
き
方

の
お
勉
強

一緒に歩いて考えた～扇児童館～　　

【問 題】次のうち一番新しく造ら れた
橋は?( 1) 千住新橋( 2) 西新井橋( 3) 扇
大橋

11月9 日、くもり。「追跡ハイキング」決行。

小学生57人と大人48 人がチームに分かれ、扇中

央公 園と荒川河川敷を往復する3. 5km を約1 時

間かけて歩きました。

道中に設けられた5 題のクイズを追跡しなが

ら進むこのハイキングのもう1 つ の目的、「すれ

違った人と大 きな声であいさつし よう」 も参加

者に浸透しました。このまちのいたるところに、

子どもと大人との触れ合いがあります。

古紙配合率100% 再生紙を使用しています N. B287, 400


